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Ⅴ アウトカム項目

事業所は小田急線新百合ヶ丘駅よりバスで１０分程、晴れた日には２階から富士山
が眺められる高台の住宅街に建っています。介護・福祉に関する事業を多角的に展
開している株式会社ウイズネットが運営しています。
＜優れている点＞
法人理念と共にホーム独自の理念も掲げています。利用者の思いを推し測り心身共
に安心して居心地が良く暖かい生活の場となるよう支援を心がけ実践しています。
管理者も職員も明るくてチームワークが良く利用者へ細かな気遣いをしており、利
用者との会話も多く楽しく活気があるホームです。開設後短期間でありながら自治
会に加入し、双方の行事での交流を行っています。今年度会長が代わりましたが、
合同主催でホームの広い駐車場を活用して花火大会・スイカ割り大会を開催して地
域住民と交流の場を持つなど、良好な関係を継続しています。また、他の近隣自治
会との交流も持っています。ラジオ体操、嚥下体操、１階と２階の階段昇降やホー
ム内歩行を行うなど体を動かし、利用者の日常生活動作が低下しないように支援し
ています。
＜工夫点＞
家族会は行事に合わせ、利用者と共に過ごして、利用者や職員の支援の実際の様子
を見てもらっています。年間行事は月日を確定させて知らせ、家族も参加しやすい
ようにしています。獅子舞は、コース外の所を現場に足を運ぶお願いをしてホーム
への来訪を実現をさせるなど、利用者が楽しめる事に積極的に取り組んでいます。

レクレーションや外出支援に力を入れています。　利用者様と相談しながら外出先を
決め、「外食」「ショッピング」「バラ苑」など皆さんの希望に添い楽しい時間を沢
山作れるよう支援しています。　また、日常生活でも出来る事は皆で行い積極的に家
事にも参加して頂き毎日の生活に張りを持って過ごして頂けるよう取り組んでいま
す。　　季節の行事では、地域の皆様やご家族様のご協力で毎回「和太鼓」　｢盆踊
り」　「獅子舞」　「ハーモニカ演奏」「歌」とボランティアで参加して下さりホー
ムのイベントを盛り上げて下さっています。　　　　　　利用者様にも、ご自身の得
意な事・好きな事をどんどんして頂きたく「刺し子」「折り紙」「パターゴルフ」と
趣味の時間も大切にしています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘
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グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

３年前の｢立ち上げ」の際に、みんなで
話し合って決めた「ホームの理念」を
大切に初心を忘れず利用者様一人ひと
りの「思い」を探り「心」に寄り添う
支援を引き続き行っています。

法人理念と共に、立ち上げ時にみんな
で話し合ったホーム独自の理念を掲げ
ています。日々、利用者の思いを推し
測り、心身共に安心して居心地が良く
暖かい生活の場となるような支援を心
がけて実践しています。

地域の「公園体操」「公園の清掃」な
どに利用者様と一緒に参加させていた
だいたり、お散歩に出かけると皆さん
声を掛けて下さいます。また、地域の
消防訓練にも参加させて頂いていま
す。

開設３年と短期間でありながら、加入
自治会はもとより、他の近隣自治会と
も良好な関係を築いています。地域と
ホーム双方の行事での交流、地域ボラ
ンティアや近隣中学生の職業体験受入
れなど、多くの交流の場を持っていま
す。

「地域交流会」やホームの行事に来て
頂いた際に、認知症についての質問に
お答えしたり最近では時々、相談のお
電話を頂く事もあります。

　

２ヶ月に１回、ご家族様・自治会長
様・地域包括支援センター・民生委員
の方々の参加で活動報告や利用者様の
状況報告、事故報告やひやりハットの
事例報告・改善報告を行い評価・助言
を頂いています。時には、利用者様が
参加される事もあります。

年間の開催日を固定し、自治会会長・
副会長、民生委員、地域包括支援セン
ター、家族が参加して２ヶ月に１回開
いています。事業所からは活動状況、
助言や改善点への対応などを発信し、
委員からは助言や質問も積極的に出
て、会議が活きたものとなっていま
す。

区役所の生活保護担当者と連絡をとり
情報交換をしている。ホーム来所時に
もホームの様子をお話したり、提出物
などがあるときには、出来るだけ直接
区役所を訪問し高齢支援課にもご挨拶
に伺うようにしている。

区よりホームへの定期的来所がありま
す。また、こちらから出向いてホーム
の実情を知ってもらうように努め、区
の関係部署と情報交換をしています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

フロアー会議・全体会議にて周知徹底
し、虐待についての勉強会で職員のな
にげない行動が虐待に繋がらないか話
し合っています。更衣・入浴時の身体
のチェックをしアザなど発見した時に
は原因を明らかにし情報共有していま
す。

会社が行っている「安全対策委員会」
での勉強会で知識向上を計り事業所の
会議の中で勉強会をしています。事業
所内でも「身体拘束廃止委員会」を設
置し意識統一を図っています。

法人本部の「安全対策委員会」、ホー
ムの「身体拘束廃止委員会」にて毎月
定期的に勉強しています。また、振り
返りや再確認を行い、場合によっては
家族を交えて話し合うなど、身体拘束
ゼロに向けて意識向上に努めていま
す。

利用者様とは外出の際もあらかじめ皆
さんに行きたい所をお聞きし出来るだ
けご要望に答えるようにしています。
ご家族様とは、｢家族会」や面会時にご
意見ご要望をお聞きし運営に反映して
います。

居室担当制、家族会開催、来訪時、
日々のふれあいの中で、利用者や家族
の意見や要望に耳を傾け反映できるよ
うに努めています。また、本部直結の
意見箱、利用者アンケート実施、お客
様相談窓口の設置など、意見を表明で
きる機会を設けています。

勉強会を開き職員は自己啓発に努めて
います。

事前に契約書のサンプルを送付してい
ます。また、契約時に於いても再度説
明し質問を受け十分理解を得た上で契
約に望んでいます。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

社内では、職階別研修・フォローアッ
プ研修を行っています。新人職員の育
成にはエルダー制度を導入しマンツー
マン教育を実施しています。社外研修
にも出席し事業所内の勉強会で情報の
共有をしています。

フロアー会議・全体会議で常に意見や
提案を聞きより良い運営を目指し話し
合っています。

毎月のフロア－会議および全体会議、
申し送りなどで活発に意見交換をして
います。ホーム長は「まずはやってみ
よう」と、職員の声に耳を傾けていま
す。必要と思われる事案は、ホーム長
から本部へ伝えています。

シフト作成前には、職員一人ひとりの
希望を受け入れ作成している。また、
昇給についても自己評価をしてもらい
勤務状況を把握し人事評価を行ってい
ます。また、それぞれの役割を持って
働ける環境作りに努めています。

ご本人の気持に寄り添い、傾聴し不安
や辛さ要望などホームの生活に於いて
我慢する事なく何でも職員に訴えて頂
ける信頼関係を築くよう努めていま
す。

毎年、社内の交換研修を実施しグルー
プホームを始め他職種への研修を通じ
交流しています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族様の困っている事、大変に思っ
ていた事に耳を傾け安心して頂ける様
信頼関係を築く努力をしています。ま
た、面会時など気兼ねなく相談しやす
い雰囲気作りに努めています。

グループホームで行うサービスについ
てご説明しご理解頂いていますが、提
供できないサービスや実費でのサービ
スについても情報提供しています。

掃除・洗濯・食器拭きなど利用者様も
積極的に参加して下さり、毎日一緒に
行っています。また、食事の盛り付け
なども「やりますよ」と声を掛けて下
さり積極的に行って下さいます。

ご家族様には、毎月「一言通信」で日
常の様子や、健康状態の報告をしてい
ます。利用者様のご家族への思いや、
感謝の言葉などが聞かれた時には面会
時にお話しています。イベントの際に
はご家族にお手紙を書いて頂いたり家
族との絆を大切にしています。

ご家族以外にも、ご家族の了解のもと
大切な友人やご近所で仲良くされてい
た方との関係が途切れないよう面会に
来て頂いたり、電話・お手紙などで交
流をして頂いています。

利用者の希望を受け止め、馴染みの人
への面会や、家族の付添で墓参りなど
の実現を支援しています。また、友人
の訪問、手紙や電話での交流などの支
援を通して、馴染みの関係継続の支援
に努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

サービスの利用が終了しても必要に応
じてご家族と連絡を取り、相談・支援
に努めています。

利用者様同士の会話も多く、お互いに
気に掛けながら毎日を送って頂いてい
ます。なかには気の合わない方もい
らっしゃいますが関係がうまくいく様
職員が見守り円滑になるように働きか
けています。

日々のコミュニケーションを通じ、ご
本人の希望・意向を把握するようにし
ています。意思疎通の難しい利用者様
でも表情や行動から意向を汲み取り支
援していきます。

アセスメント、日々の会話や言動から
利用者の思いや意向の把握に努めてい
ます。日誌や会議で情報を共有し、意
向に沿うよう努めています。居室担当
制を採用しており、個別に接してコ
ミュニケーションをとる機会もありま
す。

入居前の実調にてご本人・ご家族より
生活歴や生活スタイル、性格・こだわ
りなど情報収集しています。入居後も
ご家族と常に情報交換し、ご本人の
「思い」｢希望」を探っています。

それぞれの生活リズムを把握し異変の
早期発見に努めています。日常のコ
ミュニケーションの中でご本人の
「持っている力をみつけ」「どうした
ら出来るのか？」と考え支援していま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

利用者様に変化がみられた時には随時
カンファレンスをし話し合うようにし
ています。ご本人やご家族の意向も伺
い介護計画に反映させています。

居室担当者、職員、ホーム長、ケアマ
ネジャー、必要に応じて医師や看護師
も交えて話し合っています。本人や家
族の意向を考慮して、現状に即した介
護計画を作成しています。日々の情報
を基にモニタリングおよびカンファレ
ンスを実施し、計画の見直しをしてい
ます。

個別の生活記録で日々の様子・言動・
精神状態など記録し情報を共有しなが
ら実践・介護計画を作成しています。

全体での外出支援の他に一人ひとりの
ニーズに対応しショッピングや外食な
ど積極的に個別支援に対応するように
しています。また、ご家族との時間も
大切にして頂けるよう支援していま
す。

地域の美容院・カフェ・スーパーなど
利用させて頂いています。また、毎週
火曜日には、地域で行っている公園体
操にも参加させて頂いてます。ホーム
のイベントには多くのボランティアの
協力を頂いています。

協力医の内科・歯科（月２回）は入居
時同意を得ています。ご家族の希望で
他の医療機関を主治医とされている方
もいます。その時の状態により専門医
の案内も行います。

原則として、ホーム協力医療機関をか
かりつけ医とし、入居時に利用者の同
意を得ています。利用者によっては、
希望するかかりつけ医の受診をしてい
ます。内科・歯科（月２回）、看護
師・歯科衛生士（毎週）の訪問による
健康管理がなされています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

週に１回、医療連携看護師が来所して
健康管理を行っています。来所時に
は、一人ひとりの様子を報告・相談し
情報提供し診て頂いています。

入院中は、定期的にお見舞いに伺い主
治医や相談員とお会いし経過情報を頂
いたり必要があれば訪問看護ステー
ションと連携し早期退院にむけて利用
者様の状態把握に努めています。

定期的に消防署員立会いで消防訓練・
避難訓練を実施しています。初期消火
の訓練や避難誘導のアドバイスを頂い
ています。また、地域の防災訓練にも
参加させて頂いています。

夜間における火災発生を想定した避難
訓練を年２回、消防署員の立会の下で
実施しています。夜勤以外の職員は避
難した利用者の安全に注意しながら、
避難訓練を見学しています。また、自
治会長や近隣マンションの一部住民も
立ち会っています。

災害を広く捉え、昼間帯にお
ける避難訓練の実施も期待さ
れます。また、災害対策用備
品について、現在も備蓄品は
用意していますが、特に食
料、飲料水の備蓄量について
の検討が期待されます。

重度化・終末期に於いては、医療・看
護・家族と話し合い事業所で出来る事
と出来ない事を十分説明・理解して頂
いた上で最後までその人らしく生きる
事が出来る様チームで取り組んでいま
す。

重度化した場合、看取りを含め本人・
家族の希望や選択を重視しています。
事業所での生活や入院を含め幅広く検
討し対応する様同意を得ています。そ
の際は医師、看護師、介護スタッフが
連携し必要なケアを提供する事と運営
規定にも定められています。

「看取り計画書」を作成し、
ごく短期間でしたが看取り体
験があります。今後は、定期
的な勉強会を実施し、職員の
心構えや対応方法の共有を図
ることなどを視野に入れてい
くことも期待されます。

「緊急時マニュアル」を備え、全体会
議・フロアー会議にて確認していま
す。応急手当なども慌てず対応出来る
ように勉強会をしたりわからない事が
あれば、看護師・医師に質問し指導頂
いています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

本人の気持を大切にさりげないケア･言
葉掛けを心がけています。また、何か
行動する時には声掛けし同意を得てか
ら行うようにしています。

「優しい心で暖かい介護」を理念とし
「利用者のプライバシーを守り、ご家
族との語らいも大切にと考えた環境を
提供します」との方針で運営していま
す。具体的な接遇方法については法人
が策定の接遇マニュアルに明記し、実
践しています。

ご本人の「思い」｢希望」を大切に何で
も話しが出来る雰囲気作りを心がけ散
歩・入浴・手伝いなどもご本人に意思
でして頂いています。また、外出の際
も外出先を皆さんの希望を聞き決めて
います。

一人ひとりのペースを大切に穏やかに
毎日を過ごせる様に支援しています。
業務も時間をカッチリとは決めず、利
用者様の状態に合わせて臨機応変に支
援を行っています。

皆さん、自分なりにお洒落を楽しんで
います。外出時は口紅をつける方や洋
服に迷って職員にどれがいいか聞きに
来る方もいます。訪問の理美容が来る
月には、何日も前から楽しみにされ
カットやカラーもされる方もいます。

毎食、盛り付け・配膳・食器拭きなど
利用者様と一緒に行っています。ま
た、食事中も楽しく食べられる様な雰
囲気作りを心掛けています。

職員は介護に専念できるよう、食材の
購入及び調理は介護と別の体制により
実施しています。利用者が好むメ
ニューや味付けについてはホーム長を
通じて専門業者に反映しています。年
間行事計画に外食レクリエーションを
企画し楽しめるよう支援しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

一人ひとりの体調や食事量を把握し、
記録しています。水分の不足しがちの
方には、こまめに提供し摂取して頂い
ています。

毎食後、職員付き添いのもと口腔ケア
を行っています。就寝前には、義歯を
毎晩預かり消毒を行っています。ま
た、毎週衛生士による口腔ケア・週２
回の歯科往診で口腔内の清潔保持に努
めています。

皆さん自立で排泄されています。職員
も排泄パターンを把握し、さりげなく
声掛け誘導しています。体調の変化に
より一時的にリハビリパンツを使用す
る事もありますが、様子をみながら排
除の方向にもっていっています。

排泄は、利用者の全員が概ね自立して
いますが、声かけ誘導もしています。
夜間のみ用心にリハビリパンツを使用
する方もいます。個人別排泄パターン
表を作成して把握していますが、便秘
については自己申告のため訪問医や看
護師に指示を受けています。

運動・水分摂取など個別に対応してい
ます。確認の取りにくい利用者様には
往診時や看護師の訪問時に腹部の動き
を確認して頂き指示をあおぐ様にして
います。また、ご家族の希望でヤクル
トを頼んでいる方もいます。

週２回を基本に入浴して頂いています
が、曜日などは決めていません。ご本
人の気分の乗らない日は無理強いはせ
ずその人の意思を大切にしています。
入浴中は、１対１でゆっくりお話が出
来る時間になります。

入浴は週２回を基本としていますが、
利用者の希望を尊重し支援していま
す。リフト浴の設備があり状況に応じ
て使用しています。入浴中はコミュニ
ケーションの絶好の機会と捉え利用者
の思いや希望を把握しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

一人ひとりの生活リズムに合わせて休
んで頂いていますが、夜の睡眠の妨げ
にならない範囲でお昼寝して頂く方も
います。

皆さんが服用している薬を理解し処方
の変更があった時には２４時間シート
を使用し様子観察をし医師・薬剤師に
繋げています。

ご本人の生活歴・持っている力に応じ
て役割を持って頂いています。また、
一人ひとりの好きな事・嫌いな事を探
り毎日に張りと楽しみを持って生活し
て頂けるよう日々情報収集していま
す。

日々の散歩以外に、外出支援を行って
います。皆さんに行きたい所を伺い相
談して行き先を決めています。ご家族
も参加して下さる事もあります。

近くに公園があり日々の散歩に良く出
かけています。年間計画に外出レク・
外食レクを予定する月日を決めて計画
し、家族も参加しやすい様に連絡して
います。外出の予定日が近づくと、利
用者の希望を考慮した企画書を作成し
実行に移しています。

以前はご本人の希望で所持されている
方もおりましたが、今はホームで管理
させて頂いています。外出の時にお渡
してご自分でバス代を払ったりお買い
物のお支払いをして頂けるよう支援し
ています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

自由に使用して頂いています。ご家族
以外にもお友達からの電話もよくあり
ます。手紙のやりとりも自由にしてい
ます。「帰りにポストに入れて」と職
員に手渡されます。

安全に生活出来るよう動線の確保に努
め、フロアーには、季節を味わえるよ
う皆さんと職員で飾りつけを行ってい
ます。また、ご家族面会時に写した家
族写真や、外出時の写真なども飾り楽
しんで頂いています。

食堂を兼ねた共用スペースの壁にはバ
スツアーで訪れたバラ園で撮った全員
の写真を始め、利用者の折り紙の作品
が飾られています。ベランダではハイ
ビスカスが大きな花を咲かせていまし
た。冬になればこのベランダから富士
山が眺められ、居心地への配慮が窺え
ます。

一人で過ごす居室や皆さんと過ごすフ
ロアーまた、気の合う利用者様同士で
過ごすためにテレビ前のソファーやエ
レベーター前の椅子・玄関のベンチと
小さな空間も作るようにしています。

使い慣れた家具やご家族の写真など、
それぞれ工夫し居心地のいい空間を
作っています。

クローゼットとタンス以外の家具、仏
壇、テレビ等は利用者が思い思いに持
ち込み、家族写真等で好みの部屋を
作っています。利用者によっては、趣
味で作成した見事な作品が飾られてい
ます。ナースコールも設置されてお
り、安心感があります。

建物内で迷う事無く自立した行動が出
来るように張り紙をしたりご本人の目
の高さに合わせて居室にお名前を張っ
たり工夫しています。歩行の障害にな
る物は排除し動線の確保に心掛けてい
ます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

２Ｕ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

２ヶ月に１回、ご家族・地域の方・包
括支援センターの方々の参加で活動状
況等を報告し、いろいろな助言をいた
だきサービスの向上に活かしていま
す。

区役所の保護課と連携をとり、ホーム
に来所時など利用者様の様子を報告し
ています。

地域の清掃活動や防災訓練に参加させ
ていただいています。、またホームの
避難訓練や納涼祭などに地域の皆さん
をお誘いし参加していただいていま
す。お散歩に出掛け近所の方と挨拶を
交わしたり、世間話に花が咲くことも
あります。

　

地域の中学校の職場体験の研修生を積
極的に受け入れ認知症の人と一緒に過
ごすことにより認知症とはどういうも
のか、どのような支援をおこなってい
るのか理解を深めていただけるよう努
めています。

「優しい心で暖かい介護」の理念に
そって利用者様が自分らしく暮らして
いけるよう職員の一人一人が理解し、
利用者様の立場に立ち心に寄り添える
様に努力し実践しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

全体会議やフロアー会議で勉強の機会
をもうけています。

あらかじめ契約書のサンプルに目を通
して頂き、契約当日には一つ一つ説明
を行い納得頂いて契約となります。

運営推進会議・家族会での意見や、面
会にいらした時になんでもお話してい
ただけるような雰囲気をこころがけて
います。利用者様にも気軽に意見をだ
していただけるような信頼関係を築け
るよう努めています。

安全対策委員会等の研修や毎月の全体
会議やフロアー会議でたびたび勉強会
を行っています。入浴時の身体の
チェックや自覚のない虐待を行ってい
ないかを確認し防止に努めています。

玄関はオートロックになっています
が、その他は施錠を含めて身体拘束は
していません。ホーム内でも身体拘束
廃止委員会を作り定期的に身体拘束に
ついて職員で話し合いの場をもうけ認
識を深めるよう努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

入居間もない頃の利用者様の不安や緊
張を理解し、積極的にコミュニケー
ションをとり、お気持ちを傾聴し職員
に何でも話していただけるような関係
づくりに努めています。

研修等をとおして同業者と交流する機
会を持ち、情報交換などおこないサー
ビスの向上に取り組んでいます。

社内研修・外部研修等を積極的に受け
ることができます。ホーム内でもひと
りひとりの経験や力量にあった課題を
つくりトレーニングして人材育成に取
り組んでいます。

毎月の全体会議・フロアー会議で意見
や提案を出して話し合っています。普
段の会話の中でも話を聞き反映させて
います。

シフトを作る際は、職員に希望休を聞
き業務中も休憩を取る様にしていま
す。また、職員はそれぞれの役割を持
ち向上心を持って働ける様にしていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

かつてお好きだったお店にお買い物に
行ったり、ホームのイベントにお誘い
し参加していただいています。お手紙
などでも関係が継続できるよう支援し
ています。

利用者様ひとりひとりのできる事した
いことを職員と一緒に行っていただて
います。いろいろアイデアをだしてい
ただいて取り入れています。

ご家族とご本人の関係を大切にし、日
頃のご様子などをお伝えして一緒にご
本人を支えて行ける様に努めていま
す。

ご家族の不安やいろいろな思いを伺い
安心して頂ける様な会話に努めていま
す。面会時などもお話しやすいような
雰囲気つくりをこころがけて関係作り
に努めています。

ご家族の不安やいろいろな思いを伺い
安心して頂ける様な会話に努めていま
す。ご本人様、ご家族様のお話から今
必要な支援を見極めるよう努め、必要
があれば他のサービス提供も取り入れ
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

ひとりひとりの一日の生活リズムを把
握し、その中でお手伝いや散歩・レク
等を通じ心身状態やＡＤＬの確認、把
握に努めています。

ご本人が意見を言いやすい雰囲気作り
に努め、積極的にお聞きするようにし
ています。ご自分の意見を出すことが
難しい方には普段のご様子などから推
察し、ご本人のお気持ちに添える様努
めています。

ご本人やご家族からお話をお聞きし、
日常生活の何気ない会話の中から情報
をくみ取り、その人の理解に努めてい
ます。

退去後も定期的に連絡を取り情報提供
し相談や支援に努めています。

利用者様ひとりひとりの個性をふまえ
皆さんで協力できる環境づくりをここ
ろがけています。相性などを見極めな
がら皆さんの輪の中にはいっていただ
けるよう働きかけて孤立することがな
いよう配慮しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

ひとりひとりの生活歴を把握し馴染み
の人達との関係を続けられるように努
めています。地域の方が行っている公
園体操やお祭りなどにも参加させてい
ただいています。

月２回定期的な受診を行っています。
２４時間対応なので特変時も安心して
医療がうけられる体制となっていま
す。

引き続き日々の様子、ケアの実践の様
子を記録し、情報の共有を行いより良
い暮らしが出来る様見直しをおこなっ
ています。

その時の状況に臨機応変に対応できる
様努めています。利用者様のニーズに
対応し、個別での外出等も行っていま
す。

ご本人、ご家族の意向を取り入れ、よ
り良く暮らせるためにはどうしたらよ
いかをカンファレンスで話し合ってい
ます。モニタリングを行いその時々の
現状に即した介護計画を作成できる様
に努めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

定期的に消防署、地域の方も参加して
頂き消防訓練を行っています。消火器
を使って初期消火の訓練や避難誘導の
アドバイスをしていただいています。

現在対象者となる方がいらっしゃいま
せん。「見取り介護」については今
後、ご家族とも話し合いの機会を持ち
取り組んでいきます。

緊急時のマニュアルを作成しており、
全体会議・フロアー会議等で初期の対
応や応急手当など勉強会を行っていま
す。

医療連携看護訪問レポートをつくりひ
とりひとりの状況を伝え相談し指示を
受けています。必要がある時は直接電
話で相談したり受診に立ち会って様子
をお話して適切な看護を受けられるよ
うに努めています。

サマリーの提供をしたり利用者様が安
心して入院生活を送り適切な医療を受
けることができるよう病院関係者に情
報を提供しています。医師やケース
ワーカーと連絡を取り、状態の把握や
退院後のケアについて話し合っていま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

利用者様ひとりひとりのできる事やし
たい事を把握し職員と一緒に食事の準
備や片付けを行っています。

おおまかな１日の流れはありますが、
その日その日のご様子で皆さんの希望
に添ってそれに合わせた過ごし方がで
きるよう支援しています。

ひとりひとりの個性を大切にし、その
人らしいおしゃれができるよう心がけ
ています。帽子や髪飾りなど小物を用
いて気分が楽しくなるようなことも大
切にしています。

ひとりひとりの誇りを大切にしてプラ
イバシーを守りその人らしく暮らして
いただけるような言葉かけや対応をし
ています。

ご本人がご自分の意思や希望を表出し
やすい雰囲気作りと信頼関係の構築を
がけ心がけています。ご自分の意思を
伝えることが難しい方にはこちらから
お聞きしご本人の希望に添える様働き
かけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

水分を十分に摂っていただき、散歩や
体操等運動を行い便秘対策に取り組ん
でいます。必要があれば医師に相談し
個人に合わせた対応をしています。

ひとりひとりの好みや入り方など生活
習慣に合わせ、入浴を楽しんでいただ
けるよう支援しています。

毎食後、実施しています。ひとりひと
りの力に合わせて声かけや見守り、ケ
アを行っています。毎週歯科衛生士に
より口腔ケアの指導も実施していま
す。

全員、トイレで排泄しています。排泄
記録によりひとりひとりの排泄状況を
確認し、それぞれの排泄パターンに合
わせた誘導を行っています。

ひとりひとりの状態を把握し栄養摂取
や水分の確保ができるよう個人個人に
あわせて行っています。一度に摂取で
きる量が少ない方には回数を多くとっ
ていただいたり好みが偏っている方に
は他の方法でとっていただけないか、
考えて行っています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

希望される利用者様には、ご本人、ご
家族と話し合いお金を所持していただ
けるよう支援しています。

ご本人の生活歴や持っている能力、ご
希望に添って役割や楽しみごとを持っ
ていただけるよう支援しています。

散歩は日常的に行っています。ご本人
の希望に添って個別にお買い物に行っ
たり好きなものを食べにと積極的に外
出しています。

ひとりひとりの生活のリズムや体調に
合わせて居室で休んでいただいたり、
夜ゆっくり眠れる様日中の活動に配慮
しています。

薬の内容が把握できるよう処方時には
申し送り、記録して全員が情報を共有
できるようにしています。薬の変更が
あったときには注意深く様子観察をお
こない状況によっては医師や薬剤師に
相談し連携をとっています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

使い慣れた家具やお好きなものをお持
ちいただいています。思い出の写真な
どを飾ったり自由にしていただいて居
心地よく過して頂けるようにしていま
す。

張り紙や目印をつけて自立した生活が
できるように工夫しています。また、
安全に行動していただけるように歩行
の障害になる物は取り除き動線の確保
に心がけています。

季節に合わせて利用者様と一緒にフロ
アーの飾り付けを作っています。危険
の無いように動線の確保に気をつけて
います。音、光、温度などその時々に
合わせて調整しています。

ソファーでゆっくりとくつろがれる
方、仲の良い方同士でお話を楽しまれ
る方、と利用者様それぞれに居心地が
よい場所があるようです。

いつでも自由にしていただいていま
す。日常的に手紙のやりとりが出来る
様に支援しています。
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　（別紙４（２）） 事業所名  グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

目標達成計画 作成日：　平成　25　　年　9　　月　2　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33 重度化や終末期に向けた方針と情報共有
重度化・終末期に向けて職員の心構えや
対処方法の共有を図る。

看護師と連携し、「看取り」についての勉強
会をしていく。

適時継続

2 35 昼間帯の避難訓練の実施と備蓄
年2回の消防訓練を夜間帯・昼間帯で行っ
ていく。備蓄については、食料・飲料水
を充実させていく。

優先順位をつけ足りない分を毎月補充・入れ
替えしていく。　消防訓練については、早速
8/29の消防訓練で昼間帯で行いました。

適時継続

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


